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第二回 

探鳥会・自然観察会リーダー育成研修会 

（あなたも探鳥会リーダーになれる） 

 

            

              波多野邦彦氏の描写、キビタキ、英彦山にて 

初夏に渡ってきたばかりのキビタキ雄成長。縄張りを確保するため。頭上で一

心不乱に囀ります。腰の黄色がかなり上方まで広がり、枯れ枝に一輪の黄色の

花が咲いたようです。 
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日時：２０１５年５月３０日（土）：～５月３１日（日） 

場所：福岡県立英彦山青年の家 

主催：日本野鳥の会筑豊支部 

 

お礼とお願い 

昨年に続いて、第二回の探鳥会・自然観察会リーダー育成研修会に参加頂き、

ありがとうございます。 

昨年は、「日本野鳥の会」１９３４年（昭和九年）発足８０周年記念行事が財

団本部主催で行われました。その歴史より１０年以上前の１９２１年（大正十

年）に「福岡鳥の会」が誕生しています。 

それに関しての話題提供として「ふくおか鳥界のあゆみ：（福岡鳥の会から野

鳥の会各支部誕生まで）」を、会員在籍五十年を超えた (1963 年入会) 永年会員

の土谷光憲氏に語って頂きます。 

続いて、今回も第一回で評判が髙かった「独断と偏見の識別講座」：波多野邦

彦氏の続編講座をお願い致しました。 

参加資格は、識別レベルなど全く必要ありませんので、会員であればどなた

でも参加自由としています。また、探鳥が好きな非会員（一般者）の参加も大

歓迎致しました。 

なお、本行事に参加して野鳥の会に興味が湧けば野鳥の会入会も検討して頂

ければ幸いです。もちろん、当企画のヨルヒコや探鳥会を愉しむだけでも結構

です。 

主催側が気にするところは、行事内容の良し悪しもさることながら、事故や

怪我です。気をつけても起こるかもしれませんが、くれぐれも怪我が無いよう

に無理なくゆっくり愉しんでください。 
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行事内容・資料・周知事項等 

１、日時・場所：２０１５年５月３０日（土）～３１日（日）英彦山青年の家 

  受付開始：１３時（役員及び各探担当者は１２時３０分まで集合） 

２、研修会：１３時３０～１６時３０分：２Ｆ・第一研修室（１００名収容） 

（１）司会者あいさつ：野村芳宏 

（２）日本野鳥の会筑豊支部長あいさつ：梶原剛二 

（３）当行事企画の趣旨について：広塚忠夫 

（４）話題提供 

ふくおか鳥界のあゆみ：（福岡鳥の会から野鳥の会各支部誕生まで） 

財団法人日本野鳥の会・元理事及び前福岡支部長：土谷光憲氏 

１３時５０分～１４時５０分（予定） 

（５）独断と偏見の識別講座 

波多野邦彦氏：日本野鳥の会：筑豊支部・福岡支部会員 

１５時００分～１６時００分（予定） 

（６）その他：周知事項：広塚忠夫 

３、ヨルヒコとアサヒコ（朝の探鳥会）・ヒルヒコ（深倉峡探鳥会） 

（１）ヨルヒコ：５月３０日（土）：１７時４５分～２０時００分 

①ルート：青年の家から徒歩で豊前坊（高住神社）折り返し。 

（注）当初予定の経読林道は、駐車場がなく安全第一と日の入りが遅く 

２０時ごろまで明るいので夜の鳥の期待薄から、当初のルートを変更 

した。 

 参考：５月２６日の事前調査では、コノハズクの鳴き声は聴こえなかった。 

②夕食：１７時～１７時３０分 

（２）アサヒコ（早朝探鳥会）：５月３１日（日）：５時００分～８時００分、 

  ①ルート：車で豊前坊駐車場に移動し、そこから徒歩で薬師林道に入り 

薬師峠を折り返す。 

早朝のコノハズクやヨタカなどの鳴き声を薬師林道で期待。 

②朝食：５月３１日（日）：８時００分～８時３０分 

（３）ヒルヒコ（深倉峡探鳥会）：玄関前９時００分出発（１０分前集合） 

４、懇親会 

 （１）懇親会：２０時３０分～２２時３０分（第二食堂にて自由参加） 

  （注）入浴と並行して行うことから、着席した方から自由に飲食と懇親を 
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開始（筑豊方式）して下さい。 

皆さんが揃った時に、本番開始の乾杯に続き自己紹介後に懇親会へ 

（２）入浴：１７時２０分～２２時：（各団体と入浴時間を調整要） 

（３）２３時消灯 

５、オレエンテーション及び退所点検（英彦山青年の家） 

 （１）オリエンテーション：研修会開催前に実施（青年の家の担当者が説明） 

（２）退所点検（各部屋）：３１日：８時３０分 

（３）退所あいさつ（玄関）：３１日：８時５０分 

６、参加費及び保険について 

（１）一泊は、３，０００円(一泊三食：夕・朝・弁当・懇親会含む) 

（２）日帰りは５００円、夕食を食べられる方は１０００円（夕食：730円を 

含む） 

（３）ヒルヒコ（深倉峡探鳥会）のみ参加者は保険代：２００円 

（４）当行事は「事前申込制」で実施。なお、一泊行事は野鳥の会本部の保 

険適用外のため東京海上日動と契約している。また、日帰りも一泊の一

連行事と見做されて本部保険の適用外となっているので、日帰り含めて

申込者は主催支部で契約済です。 

７、注意事項及び準備品 

   １、ヨルヒコ参加者は、懐中電気又はヘッドライト持参 

   ２、探鳥会の移動は、乗り合せで 

   ３、上履き又は滑らないスリッパ持参（管内で滑って怪我の防止） 

   ４、洗面道具は各自持参 

   ５、小雨決行のため、雨具の準備。 

   ６、夜の観察会に赤のセロハンを被せて、生き物への観察圧を減じる。 

（セロハンは主催側で準備） 

★：担当及び連絡先：日本野鳥の会筑豊支部事務局長・広塚忠夫 

       E-mail：hirotuka@orange.ocn.ne.jp 

    Tel＆Fax： 0947-42-4612、携帯:090-4771-3576 
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講師紹介 

土谷 光憲（つちやみつのり）自己紹介 

プロフィール 

1945年 福岡市警固（現・中央区警固１丁目）に生まれ育つ 

1960年 中三・高一頃から宝満や脊振・若杉山など近郊の山歩きに興じる 

1961年 日本野鳥の会九州支部・九州野鳥の会入会（高一） 

     この頃から今津や香椎海岸の干潟を歩きシギチドリ類観察に興じる 

1963年 日本野鳥の会入会 

1964年 福岡大学入学 活動範囲を出水や諫早など有明海の各干潟などに広が

る。 

      日本野鳥の会九州支部・九州野鳥の会事務局を手伝う 

1967年 日本野鳥の会九州支部・九州野鳥の会を解散し各地の独立を希望する 

1970年 福岡野鳥の会設立 

1967年～ 東邦大学秋山研究室の林野庁全国干潟調査に協力、有明海北部・諫

早湾および博多湾調査を案内 

1975年 日本野鳥の会福岡支部結成 事務局担当 

      福岡県自然環境審議会委員 

      福岡市環境審議会委員 

1985～1989 ㈶日本野鳥の会理事 

1980～2003 福岡支部支部長 

2003年 福岡支部長退任 

 

この間、福岡県高校生物研究会に協力して沖ノ島など県内各地の調査に従事 

「福岡県の自然を守る会」に参加し幹事として沖ノ島・英彦山など県内各地の

調査に従事 

筑豊博物研究会、筑豊野鳥の会と英彦山探鳥会・観察会、「よるひこ」の前身と

なる「亜成鳥の集い」に興じる 

影響を受けた方々 

高野伸二氏・柳沢紀夫氏・川路則友氏・風呂田利夫氏・永田尚志氏・逸見泰久

氏など 

 

波多野邦彦（はたのくにひこ）プロフィール 

 ・所属団体 日本野鳥の会筑豊支部、福岡支部、他の団体はありません。 

 ・趣味は登山、船釣り、キャンプなどアウトドア全般、小説読書ジャンルは 

問わず。高校と大学の途中までハンドボール部、他にもスポーツ全般するの
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も観るのも大好きです。特に球技 

・野鳥に本格的に関わったきっかけは大学の生物同好会入部からで、先輩が

たくさんいらっしゃいました。 

 （初代トキ保護センター所長：故近辻宏帰氏、北海道風路荘：故高田勝氏、 

鳥類図鑑画家：谷口高司氏も先輩です。） 

・子どもの頃から動植物が大好きでした。 

 

 

ふくおか鳥界のあゆみ 

福岡鳥の会から日本野鳥の会九州支部へ 

 

福岡鳥の会は実にユニークな団体だった 

◇日本野鳥の会発足(1934年・昭和 9年)より 13年も前の 1921年・大正 10 年に

設立されていた。 

◇1921年・大正 10年 1月 17日酉年の正月の酉の日に発足 

 

福岡鳥の会を支えた人たち 

川口孫治郎 1873年・明治 6 年 和歌山県に生まれる。鳥類研究家、民俗学者 

阿部幸六  1881年・明治 14年 宗像郡に生まれる。県警察狩猟官技師 

下村兼史  1903年・明治 36年 佐賀市で生まれる。国内初の鳥類写真家 

 

その生い立ちはとてもユニーク・・・初めから代表者を置かない！？？ 

常任幹事 安部幸六による鳥学会誌への投稿「超越した福岡鳥の会」昭和 8年に

よると 

・1921年・大正 10年 1月 17日酉年の正月の酉の日に福岡で狐々の声をあげた 

・・・どこまでも酉年酉の日に拘っていた 

・目的は広く鳥に関する研究を行うことから「鳥の会」と称した ・・・極め

て単純化されていた 

・年会費は 50銭で全てを賄う 

当時の物価は？ 大卒初任給月給４〜５０円、高等官官吏月７０円、豆腐一

丁５銭程度の時代だった 

・役員は常任幹事３名会計１名で会の事務などを世話する 

 常任幹事は川口孫治郎・下村兼史・安部幸六、会計は不明 

・常任幹事と会計の任期は無期 

・運営は幹事任せと云う最も鳥越した経営方 ・・・駄洒落が多用されている 
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・主な会活動は隔月に開会、黒田家別邸で会合、会誌を編集発刊 

 

活動の状況 

１．講演会 

隔月に開催することになっている例会の主要行事だが 、なかなか出来ない。例

会は幹事の世話で会員の研究や調査の発表、旅行談等を行うとしているが、別

に結論等ある訳でなく、見たまま 、聞いたままを発表する程度であった。時に

は名士又は篤志家のお話を聞く事もあった。 

臨時例会又は講演会等を開き、あるは他の会と一緒に行うこともあった。 

例えば黒田長禮博士(動物学・鳥類学・東京)、内田清之助博士(鳥類学・東京)、

川村多実二博士(動物学・京都)、進藤博士(？進藤喜平太か「玄洋社」の創立者

の一人で後の進藤一馬市長の父、福岡)、香椎宮藤井宮司、筥崎八幡宮行弘宮司

等に講演をお願いしたこともある。 ・・・どうやら英彦山神社高千穂宮司は

客人ではなく会員らしい。 

 

２．遠足(現在の探鳥会か) 

年内 1・2回位 1日又は 1泊行程の範園内で野生鳥類研究に関係ある地方を撰び

会員の親睦を謀る目的で遠足をする事もあった。これらは手弁当で行われ、こ

れ迄遠足した主なところは、県内英彦山、雷山や残島猟区、高良山禁猟区、姫

島禁猟区、若杉山.蘇辺、三井郡三国共同狩猟地(現・小郡市三国・三沢地区に

あった鴨猟場)等でこれらは何れも有名の地域である。 

 

３．供覧 ・・・展示か？ 

例会の都度、福岡県庁保安課や会員特志家所藏の鳥類の剥製や内臓類の標本、

鳥類に関する写真古書、軸物、玩具、小器具、床置等を陳列して会員の知識の

向上を謀っている。かつては黒田家より大櫓(まさか城の櫓で・・・)の一部を

拜借して鳥に関する軸物の展覧会を開いて大に得るところがあった。 

 

４．博覧会への出展！？ 

1927 年(昭和 2 年) 福岡市で開催された束亜博覧会(現・大濠公園で開催)教育

館の一部に幅岡鳥の会の出品として、海岸の鳥、山林の鳥 、田んぼの鳥、と題

しそれぞれ樹木その他の実物背景を凝らしてこれに剥製を取付け実際の習性を

表現した場面を作り随分好評を拍した。 ・・・現代のジオラマというところ

か？ 
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５．会場と会員 

例会の会場は特別の場合を除き黒田家別邸を拝借しているので、何かと便利で

寄らば大樹の蔭と云うところか。 

会員は昭和 8年現在約 50人であるが、平素の例会出席は 20人内外。 

会場は御別邸で御座敷の畳の上の談話会であるため会員が多くなるのは望まな

い。 

会員は多種多様で大・中・小学校教職員、会社員・官庁職員、弁護士、美術家、

歴史家といふ有様で、名誉会員黒田長禮博士を初めとして鳥学界の權威川口孫

治郎氏あり、その他誇るべき有志を有する本会は色々な問題を解決するに頗る

(すこぶる)便利な点が多い。 

外部から見ると変り種、偉人、奇人などニックネーム付の人も沢山ある様に見

られている。 

 

６．会 則 

会則は実に簡単なもので三好弥六辨護士の立案。(いたって簡単であるが之で充

分の様に感じている、と述べている。 ・・・三好弥六は後に第 17・18 代(昭

和 21年 8月～昭和 26年 4月)福岡市長に就いた 

 

 

川口孫治郎（鳥類研究家） 

1873 年・明治 6 年、和歌山県に生まれる。中

学明善校校長、鳥類研究家、民俗学者） 

著書『飛騨の鳥』（1921年）と『続 飛騨の鳥』

（1922 年）の中で昔話や民間に伝わる聞きな

しを文献として初めて記録し紹介した。 

聞きなし、聞き做し（ききなし）は、動物の

鳴き声、主に鳥の囀りを人間の言葉で表現し

たもの。 

1920 年・大正 9 年 中学明善校(久留米)校長

として赴任し、その後同地を永住の地とした。

優れた教育者であった川口孫治郎は、名校長と

して名をはせる一方、ライフワークとして、

鳥の生態研究に取り組んだ。 

粗末な猟服に地下足袋ばき、食料や研究資料を入れたリュックを背負って、単

身で全国各地を旅し、野宿もいとわず研究を続けた。彼の数多くの立証的研究

や新発見は、日本の鳥類学界に大きな影響を与えている ・・・明善校史より 

1 明善校史に掲載されている川口孫治郎の図 

(相当な名物校長だったようす) 
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阿部幸六（県狩猟官技師） 

1881年・明治 14年 9月 25日宗像郡に生まれる。 

1903年・明治 36年 3月 福岡高等師範卒、高等小・高等農林などで奉職 

1919年・大正 8年 県技手(初代狩猟官)、 

1933年・昭和 8年 県史跡名勝天然記念物調査委員 

1943年・昭和 18年 九州帝大生物学教室嘱託(英彦山生物学研究所) 

1945年・昭和 20年 依願免官 

1946年・昭和 21年 九州国立公園鳥獣調査委員 

1961年・昭和 36年 日本野鳥の会九州支部長 

1961年・昭和 36年 福岡市十軒屋にて逝去 

 

 

下村兼史（国内初の鳥類写真家） 

1903年・明治 36年 2月 10日佐賀県佐賀市で生まれる、 

慶大中退 

下村兼史はカメラ用望遠レンズが無い時代に有明海沿岸に通って撮影を続けて

発表し、シギ・チドリ類などの識別や生態解明に貢献した。 

日本の鳥類生態写真家、記録映画監督 

理研科学映画、東宝教育映画部 

『北の鳥・南の鳥』（三省堂、1936年） 

『原色野外鳥類図譜』（三省堂、1938年） 

『生物学実験法講座 〔1-13〕』（建文館、1937年-1938年） 

『野鳥生態写真集 第 1輯』（清棲幸保共著、芸艸堂、1940年） 

1967年・昭和 42年 4月 27日逝去 

野鳥生態写真の先駆者 下村兼史資料 

「下村兼史 生涯の記録」は山階鳥類研究所 HPに掲載されているので是非ご覧

ください。 

 

◇日本野鳥の会設立 1934年・昭和 9年 

野鳥誌によると、「日本野鳥之会」創立。設立発起人、中西悟堂、黒田長礼、北原白秋、鷹司家、

戸川秋骨、金田一春彦、窪田空穂、竹友藻風、柳田國男、内田清之助。国内初の探鳥会を富士山

麓で開催(現・裾野市)と記録されている。 

設立発起人、中西悟堂 1895年・明治 28年 天台宗僧侶、黒田長禮 1889 年・

明治 22年 鳥類学者・福岡藩 14代目当主、日本鳥学会第４代会頭、北原白秋 

1885年・明治 18年 歌人、戸川秋骨 1871年・明治 3年 熊本県玉名郡出身・英

文学者・評論家、金田一春彦 1913年・大正 2年 国語学者、鷹司 信輔 1889
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年・明治 22年 日本鳥学会第２代会頭、貴族院議員、明治神宮宮司、鳥類学者・

日本鳥学会第２代会頭）、窪田空穂 1877年・明治 10年 歌人・国文学者、竹

友藻風 1891年・明治 24年 歌人・英文学者、柳田國男 1875年・明治 8年 

民俗学者・遠野物語作者、内田清之助 1884年明治 17年 鳥類学者・日本鳥学

会第３代会頭 

 

◇全国で最も早く設立された支部 

関西支部  

2年後の 1936年（昭和 11）1月 19日、京都日出新聞（現京都新聞）で「京都野

鳥講演会・映画会・座談会」が開催され、関西支部が結成された。その席にい

たのが中西悟堂（40 歳）と柳田國男（60 歳）。しかし、範囲が広すぎるという

ことから翌 1937年（昭和 12）京都支部(川村多実二支部長はじめ 10余名の会員

でスタート)と阪神支部(支部長は大阪高等学校教授の森田淳一博士、実地指導

者として榎本佳樹翁、幹事は守山鴻三氏)、に分かれた。さらに阪神支部もその

後大阪支部と神戸支部に分かれて再出発。 

 

 

その後のあゆみ 

◇日本野鳥の会九州支部 (九州野鳥の会) 発足 1961年（昭和 36年） 

福岡鳥の会を解消し発足。支部長・安倍幸六、副支部長・黒木茂・古賀一夫、

幹事倉成栄吉・城戸健・西田智 

季刊誌「九州野鳥」発行。探鳥会を年数回開催、主に北部九州で開催されたが

毎年冬には阿久根・出水に出かけた。この他に室内例会として福岡動物園、高

校生物教室や会員の医院などで開催。 

第１回支部探鳥会は宝満山、第２回は机島で開催された。 

 

 

◇日本野鳥の会九州支部 (九州野鳥の会) 解散 1967年(昭和 42年) 

各地に北九州野鳥研究会、筑豊野鳥の会、福岡野鳥の会、長崎県野鳥の会、佐

賀野鳥の会、大分野鳥の会、宮崎野鳥の会など団体発足を機に九州支部を解散。 

 

各地に団体発足 

解散時の記憶を基に再記録したもので不完全 

◇北九州野鳥研究会から北九州野鳥の会、日本野鳥の会北九州支部へ 

1959年 11月北九州野鳥研究会発足・古賀一夫・岡山速俊・高橋・原益人・西田

智。研究会誌「渡り鳥研究」、 
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1969年 2月北九州野鳥の会、 

1972年日本野鳥の会北九州支部へ 

 

◇佐賀野鳥の会（現在の佐賀県支部とは別団体） 

1964年、佐賀野鳥の会の会報「カササギ」の３００号 2010年 08月 

2014、創立 50周年記念誌、研究冊子「佐賀の野鳥」発行  

「玄界灘 馬渡島の生物」（馬渡島生物研究グープ・佐賀野鳥の会・昭和 47年 1

月 30日発行） 

 

◇宮崎野鳥の会（後に宮崎県支部に発展） 

1967年宮崎野鳥を守る会発足、中島茂・中島義人・竹田周久 

1969年日本野鳥の会宮崎支部と改称、1981年日本野鳥の会宮崎県支部 

 

◇熊本野鳥の会 

1969年設立、1982年「日本野鳥の会熊本県支部」へ変更 

 

◇福岡野鳥の会から日本野鳥の会福岡支部へ 

1970年（昭和 45年）設立、 

1975年（昭和 50年）福岡支部へ 

 

◇筑豊博物研究会から筑豊野鳥の会・日本野鳥の会筑豊支部へ 

1971年「筑豊野鳥の会」設立・祝原道衛会長 

1987年、「日本野鳥の会筑豊支部」発足 

 

◇大分県野鳥友の会から日本野鳥の会大分県支部・日本鳥類保護連盟大分県支

部へ 

1972年 5月大分県野鳥友の会発足、武石干雄 

1977年支部発足、４０周年記念誌「大分の野鳥３００」（2012年） 

 

◇長崎県野鳥の会（現在の長崎県支部とは別団体） 

1979年（昭和５４年）１月２８日設立。柿田周三・賀古正雄・ 

例会は探鳥会（野鳥観察会）を毎月県内外場所を変えて開催。会報を毎月発刊、

会員は平成２０年５月現在約７０名、探鳥会にも２０-３０名の参加。 

 

◇日本野鳥の会筑後支部 

2001年 4月設立、日本野鳥の会福岡支部から分離独立。松藤将和 
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仏法僧論争 

 

「県史跡名勝天然記念物調査報告書第 13集・天然記念物の部」より 

阿部幸六は県内各地を調査し天然記念物候補を調査し指定に奔走した。 

その中で仏法僧論争当時、NHK による三河鳳来寺山のラジオ中継より１年前の

「昭和 9年 8月 2日英彦山千本杉でブッポウソウを確認観察し、グリグリギャ

ギャとのみ鳴き、決して名の様に仏法僧とは鳴かない」と発表。 

 

＜調査報告書にはこれだけの記載しかない。安部幸六が記録していた「安部幸六鳥

日記」が 10 巻あるが全てペン字による手書きのため紙質も悪く劣化が激しい。目

下ワードによる記録起こしの最中。この中に英彦山での記載がある・・・大変な作

業で苦戦中＞ 

 

 

 

 (原文引用)日本鳥学会誌「鳥」より 

「超越した福岡鳥の会」 

常任幹事 安部幸六 

顧みるに福岡鳥の会は大正十年而も一月十七日即ち酉の年の正月の酉の日に福

岡市浜の町黒川家御別邸に狐々の声をあげ、恰度今年の一月十七日で満十二歳

となった。来年が酉の年で干支一巡して十三年目になるから幹事の方でも何と

か記念すべく仕事を日論見中で或は冊子講演集を作ってはとか 、或は営所の堀

に来て居る鴨を更に保護誘導してはとかなど鳥々の案が宿題となってゐる。何

は兎も角先立つものは金であると会員も眉をひそめて居る。 

兎に角此会は最初から趣味的の会合で四角張らす別に会長もなく只幹事で会の

全般の事務を請負的に世話してゐる訳で即ち幹事任せと云ふ最も鳥越した経営

方でよく続くと他の会員からも羨まれて居る位である。 

会費は一年間に大枚五拾銭宛之で会場費通信運搬費悉く事足らして居る。其代

りに別に貯蓄も何もないあっさりとした遣り口である。 

平素どんなことをしてゐるかと云ふと、別に派手な事業もないが大要次の様で

ある。  

一 、講演 

会則では隔月に開くことになって居るが 、なかなかさうは出来ない。普通例会
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では幹事の斡旋で会員の研究 、調査発表族行談等であるが研究発表と云っても

別に結論等ある訳でなく只、見た侭 、聞いた侭を報道する位で、然し時には名

士又は特志家のお話を聞く事もあって偶には臨時例会又は通俗講演会等を開き

或は他の会と一緒にすることもある。例へば黒田博士(東京)、或は内田博士(東

京)、川村博士(京 都)、進藤博士(福岡)、香椎宮藤井宮司、箱崎八幡宮行弘宮

司等に講演をお願ひしたこともある。 

二 、遠足 

年内一二回位一日又は一泊行程の範園内で而も野生鳥研究方面に聊かなりとも

関係ある地方を撰び傍ら会員の親睦を謀る目的の許に遠足をす事にして居る。

勿論手辨当主義で例へば是迄遠足した地方の主なるものでは県内英彦山、雷山.

残島猟区 、高良山禁猟区 、姫島禁猟区 、若杉山.蘇辺 、三井郡三国共同狩猟

地等で之等は何れも他の方面からも有名の地域である。 

三 、供覧 

例会の都度 、福岡県听保安課乃至会員特志家所藏の鳥類の剥製其他内臓類標

本 、鳥類に関する写真古書霊 、軸物玩具、小器具 、床置等を陳列して互知識

趣来の向上を謀って居る。嘗ては黒田家大櫓の一部を拜借して鳥に関する軸物

の展覧会を開いて大に得る処があった。 

四、博覧会へ鳥の会の進出 

昭和二年福岡市にて開催ぜられる束亜博覧会教育館の一部に幅岡鳥の会の出品

として、海岸の鳥、山林の鳥 、田圃の鳥、と題し各夫夫樹木其他実物背景を凝

らし、之に剥製を取付け其実際の習性を現はした場面を作り随分好評を拍した

課である。 

五、会場と会員 

会場は特別の場合を除く外不断黒田家別邸を拝借して居るので各種の方面に便

利を得て居る。所謂立寄らば大樹の蔭とやらと云ふべき処であらふ。 

会員は目下約五十人余畳であるが平素出席の面々は先づ二十人内外である勿論

御別邸が会場でほんの御座敷の畳の上の漫談会である為め猥りに会員の多きを

望まない。 

会員の種別は実に多種多様で大中小学校に席を有する人或は会杜官庁に席を置

く人、或は辨護士あり、美術家あり、歴史家ありと云ふ有様で名誉会員黒田長

礼博士を初めとし鳥学界の權威川口孫治郎氏あり其他誇るべき諸有志を有する

本会は色々な問題を解決するに頗る便利な点が多い。夫丈け又外部から見て変

り種偉人奇人等ニックネーム付の人も沢山ある様に見られて居る。 

六 、会 則 

会則は実に簡単なものであるが之で充分の様に感じてゐる、之は三好辨護士の

立案で今下に之を録すると次の様で ある。 
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福岡鳥の会々則  

一 、本会ノ目的ハ汎ク鳥ニ関スル研究ヲナスニアリ。 

二 、本会ハ鳥ニ関スル研究ニ付キ特ニ趣味ヲ有スル同好者ヲ以テ組織ス。 

三、本会ハ鳥ノ会ト呼称ス。 

四. 本会ハ事務所ヲ福岡市浜 ノ町黒田家別邸ニ置ク。 

五. 本会ハ会費トシテ各会員ヨリーケ年金五拾鈍宛ヲ年度初ノ開会ノ際徴牧

シ会萬般ノ費川ニ充当ス。 

六 、本会ハ当分ノ間隔月ニ開会ス。 

七、本会ニ会誌ヲ備へ諸般ノ協定事項開会ニ関スル簡単ナル記事会員ノ住所氏

名出納ニ関スル事項其他重要ナル事項ヲ録取ス。 

八、本会 ニ常任幹事三名会計一名ヲ置ク。但シ兼任ヲ妨ゲス。 

九、常任幹事ハ主トシテ第六項第七項ニ関スル一切ノ事務其他本会一般ノ事務 

ヲ担任ス。 

十、会計 ハ第五項ニ関スル事務及 ビ会費保管ノ事務ヲ担任ス。 

十一、常 任幹事会計ノ任期八無期トス。 

 

辞任其他ノ事山ニヨリ訣員アリタル場合其都度協議撰定 スルモノトス 
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日 曜日 探鳥地 集合場所
集合
時間

5 日 響灘ビオトープ 響灘ビオトープ ９時

12 日 英彦山 ＪＲ彦山駅前 ９時

18～１９ 土・日 熊本県荒尾市 九州・沖縄ブロック大会 13時

26 日 三毛門海岸 ＪＲ三毛門駅 ９時

4 月・祭 中津干潟 中津城広場 ９時

10 日 英彦山 ＪＲ彦山駅前 ９時

17 日 明神ｹ辻自然公園（水巻町） 明神ｹ辻自然公園駐車場 ９時

30～31 土・日 ヨルヒコ・リーダー育成研修会 英彦山青年の家 １３時～

7 日 大法山(８００回記念） 山田梅林公園駐車場 ９時

14 日 英彦山 ＪＲ彦山駅前 ９時

7 5 日 築上町寒田 平成筑豊鉄道犀川駅 ９時

8 30 日 英彦山・豊前坊：清掃探鳥会 ＪＲ彦山駅前 ９時

6 日 英彦山 ＪＲ彦山駅前 ９時

12～１３ 土・日 大授搦・烏帽子岳バスツアー 大授搦～烏帽子岳

20 日 六ヶ岳 六ヶ岳山頂 ９時

20 日 剣岳 剣岳展望台 ９時

20 日 明神ｹ辻自然公園（水巻町） 明神ｹ辻自然公園駐車場 ９時

23 水・祭 ハチクマ渡り調査 六ヶ岳山頂 ９時

11 日 Ｉ ＬＯＶＥ遠賀川 飯塚市遠賀川中の島 ８時

11 日 ヒヨドリ渡り 彦山川河川敷(福智町市場)９時

18 日 英彦山 ＪＲ彦山駅前 ９時

8 日 英彦山 ＪＲ彦山駅前 ９時

15 日 藍島 藍島・馬島行待合所 8時30分

22 日 豊前海岸 綱敷天満宮駐車場 ９時

6 日 大ヶ原 ラピュタファーム ９時

13 日 本会筑豊：忘年会 本会事務所 １１時

18 金 天地山公園 道の駅豊前おこしかけ ９時

10 日 英彦山 ＪＲ彦山駅前 ９時

24 日 東大橋海岸（要調整） 行橋市役所 ９時

7 日 犬鳴ダム 犬鳴ダム駐車場 ９時

12 金 豊前海岸 綱敷天満宮駐車場 ９時

15 月 瀬板の森公園 瀬板の森公園南口駐車場 ９時

久保白ダム 王塚装飾古墳館駐車場 ９時

本会筑豊：定期総会 王塚装飾古墳館 １３時

29 月 英彦山 ＪＲ彦山駅前 ９時

13 日 英彦山 ＪＲ彦山駅前 ９時

20 日 藍島 藍島・馬島行待合所 8時30分

　　日本野鳥の会筑豊支部　：　飯塚市柏の森162-3　：　ｆａｘ：0948-23-1011

3

本資料は、年間予定表のため変更もありますので、会報及び当会サイト「くまたか」で再度確認して参加願います。

２０１5年度（Ｈ２７）探鳥会予定表

11

12

1

2
21 日

4

5

6

9

10
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月 日 曜日 観察会場所 集合場所 集合時間 担当者

16 木 香春岳 香春町役場 9:00 広塚忠夫

30 木 深倉峡 深倉園地 5:00 真鍋直嗣

14 木 平尾台 平尾台自然観察センター駐車場 9:30 竹田澄子

18 月 深倉峡 深倉園地 5:00 広塚忠夫

22 金 耶馬溪 道の駅耶馬トピア 10:00 古城英彦

4 木 深倉峡 深倉園地 5:00 真鍋直嗣

18 木 平尾台 平尾台自然観察センター駐車場 9:30 三浦美代子

9 木 笠置山 千石峡駐車場 5:00 広塚忠夫

16 木 平尾台 平尾台自然観察センター駐車場 6:00 中村照美

6 木 古処山 遊人の杜 9:00 三浦博嗣

20 木 平尾台 平尾台自然観察センター駐車場 6:00 佐藤久恵

9 17 木 平尾台 平尾台自然観察センター駐車場 9:30 松隈英子

2 金 豊前海岸 綱敷天満宮駐車場 9:00 古城英彦

15 木 平尾台 平尾台自然観察センター駐車場 9:30 中村清美

11 5 木 経読林道 ＪＲ彦山駅 9:00 真鍋直嗣

2015.5.15

10

日本野鳥の会筑豊支部

２０１５年：自然観察会

4

5

6

7

8
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NO 氏名 所属等 NO 氏名 所属等

1 阿部 哲也 筑豊支部会員 32 重松 尚紀 福岡支部

2 安部 隆成 筑豊支部会員 33 重松 麻理子 福岡支部

3 岩本 君子 筑豊支部会員 34 園 田　 尚 子 福岡支部

4 有働 孝士 筑豊支部会員 35 祝原光雄 熊本県支部

5 梶原 剛二 筑豊支部会員 36 清水典生 北九州支部

6 木村 幸喜　 筑豊支部会員 37 清水マサ子 北九州支部

7 木村 直喜 筑豊支部会員 38 宮木恭子 北九州支部

8 木村 素子 筑豊支部会員 39 田代俊博 北九州支部

9 国武 光成 筑豊支部会員 40 湯之上　晴 北九州支部

10 佐藤 久惠 筑豊支部会員 41 湯之上　八千代 北九州支部

11 柴田 光 筑豊支部会員 42 瀧本　美佐惠 北九州支部

12 渋田 朗 筑豊支部会員 43 村尾 竜起 福岡支部

13 渋田 和美　 筑豊支部会員 44 村尾 裕美 福岡支部

14 竹田 澄子 筑豊支部会員 45 別府正俊 筑後支部

15 田中 美喜人 筑豊支部会員 46 松富士将和 筑後支部

16 田中 良介 筑豊支部会員 47 池長裕史 筑後支部

17 中川 満枝 筑豊支部会員 48 石橋朱美 筑後支部

18 長田 哲夫 筑豊支部会員 49 寺松琴江 筑後支部

19 中村 照美 筑豊支部会員 50 野田敦子 筑後支部

20 野村 芳宏 筑豊支部会員 51  林裕子 筑後支部

21 波多野 邦彦 講師 52 柾　一史 福岡支部

22 林 孝 筑豊支部会員 53 柾　 真奈美 福岡支部

23 広塚 忠夫 筑豊支部会員 54 木戸　文敏 赤池町/電話申込

24 松隈 英子 筑豊支部会員 55 糸田 英知 油山ヤマガラの会

25 三浦 博嗣 筑豊支部会員 56 岳 真菜実 油山ヤマガラの会

26 三浦 美代子　 筑豊支部会員 57 冨永 誠 油山ヤマガラの会

27 宮永 悦治 筑豊支部会員 58 時川 兼二 油山ヤマガラの会

28 村田 希巳子 筑豊支部会員 59 吉田 浩雄 油山ヤマガラの会

29 森永 光直 筑豊支部会員 60 林田 崇宏 油山ヤマガラの会

30 山下 信弘 筑豊支部会員 61 宮石 弘 油山ヤマガラの会

31 瀧井喜代子 筑豊支部会員 62 酒井 浩二 油山ヤマガラの会

63 酒井 紀子 油山ヤマガラの会

64 園田 正斉 油山ヤマガラの会

65 園田 美保子 油山ヤマガラの会

66 小川 真樹 油山ヤマガラの会

67 小川 聖子 油山ヤマガラの会

68 小川 真城 油山ヤマガラの会

69 小川 あかり 油山ヤマガラの会

70 本田千絵 北九州支部

71 土谷 光憲 講師

72 手塚理一郎 鹿児島県支部

73 濱崎登 北九州支部

74 平野　裕志 福岡支部

75 平野 さつき 福岡支部

76 堤　俊博　 福岡支部

77 實政　武志　 福岡支部

参加者名簿
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1 岩本 君子 ３Ａ－１０ 1 木戸　文敏 ３Ａ－３

2 中川 満枝 ３Ａ－１０ 2 糸田 英知 ３Ａ－３

3 村田 希巳子 ３Ａ－１０ 3 岳 真菜実 ３Ａ－３

4 瀧本　美佐惠 ３Ａ－１０ 4 冨永 誠 ３Ａ－３

5 渋田 和美　 ３Ａ－９ 5 森永 光直 ３Ａ－４

6 三浦 美代子　 ３Ａ－９ 6 酒井 浩二 ３Ａ－４

7 園 田　 尚 子 ３Ａ－９ 7 園田 正斉 ３Ａ－４

8 湯之上　八千代 ３Ａ－９ 8 柾　一史 ３Ａ－５

9 木村 素子 ３Ａ－８ 9 平野　裕志 ３Ａ－５

10 瀧井喜代子 ３Ａ－８ 10 堤　俊博　 ３Ａ－５

11 佐藤 久惠 ３Ｂ－１０ 11 實政　武志　 ３Ａ－５

12 竹田 澄子 ３Ｂ－１０ 12 梶原 剛二 ３Ａ－６

13 中村 照美 ３Ｂ－１０ 13 国武 光成 ３Ａ－６

14 松隈 英子 ３Ｂ－１０ 14 野村 芳宏 ３Ａ－６

15 石橋朱美 ３Ｂ－９ 15 広塚 忠夫 ３Ａ－６

16 寺松琴江 ３Ｂ－９ 16 安部 隆成 ３Ａ－７

17 野田敦子 ３Ｂ－９ 17 渋田 朗 ３Ａ－７

18  林裕子 ３Ｂ－９ 18 田中 美喜人 ３Ａ－７

19 柾　 真奈美 ３Ｂ－８ 19 三浦 博嗣 ３Ａ－７

20 酒井 紀子 ３Ｂ－８ 20 木村 幸喜　 ３Ａ－８

21 園田 美保子 ３Ｂ－８ 21 木村 直喜 ３Ａ－８

22 平野 さつき ３Ｂ－８ 22 時川 兼二 ３Ｂ－３

23 吉田 浩雄 ３Ｂ－３

24 林田 崇宏 ３Ｂ－３

25 宮石 弘 ３Ｂ－３

予備の部屋 26 波多野 邦彦 ３Ｂ－４

27 祝原光雄 ３Ｂ－４

28 別府正俊 ３Ｂ－４

29 池長裕史 ３Ｂ－４

30 林 孝 ３Ｂ－５

31 田代俊博 ３Ｂ－５

32 湯之上　晴 ３Ｂ－５

33 濱崎登 ３Ｂ－５

34 田中 良介 ３Ｂ－６

35 宮永 悦治 ３Ｂ－６

36 土谷 光憲 ３Ｂ－６

37 手塚理一郎 ３Ｂ－６

38 阿部 哲也 ３Ｂ－７

39 柴田 光 ３Ｂ－７

40 長田 哲夫 ３Ｂ－７

41 山下 信弘 ３Ｂ－７

３Ａ－２、３Ｂ－２

女性：３Ｆ 男性：３Ｆ

部屋割表
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メモ欄 

 

 

 

 

 

 

 

感想・要望等記入欄 
本欄は、メール環境がない方の記入欄です。切り取って筑豊支部係員へお渡し下さい。 

１、本内容はご住所を除き当会会報・サイトに掲載されますのでご承知願います。 

２、紙ベースの会報（野鳥だより筑豊）を郵送しますので、氏名・住所を記載要 

３、メール送信される方は、hirotuka@orange.ocn.ne.jp 

 

氏名 ：                   

住所（〒）：                  

 

 

 

 

 

 

 

mailto:hirotuka@orange.ocn.ne.jp
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筑豊支部関係者の役割分担 

役員及び各担当者は１２時３０分までに英彦山青年の家に集合 

１、参加者名簿作成：広塚忠夫 

２、英彦山青年の家：申込＆事前打ち合わせ：広塚忠夫 

３、名札・席順等準備：有働孝士 

（１）ネームカード：有働孝士 

（２）差し入れに添付する名札：松隈英子 

（３）席順カード：番号記入：国武光成 

（４）受付・会場案内版等の作成：広塚忠夫 

   ４、宿泊部屋割り：広塚忠夫 

   ５、資料作成 

・研修会資料：広塚忠夫 

・探鳥会資料・例会配布資料及びリスト：有働孝士 

   ６、ＰＣ・プロジェクター準備及び操作：野村芳宏 

   ７、記録 

（１）講演の動画記録：中川満江/有働孝士 

（２）各行事の写真記録：阿部哲也、三浦美代子、三浦博嗣他 

   ８、研修会及び各探鳥会の報告原稿の作成（会報・サイト） 

（１）研修会：有働孝士 

（２）早朝探鳥会：木村直喜 

（３）ヨルヒコ：梶原剛二・国武光成 

（４）深倉峡探鳥会：柴田光 

（５）参加者の感想文（投稿自由）及び取りまとめ：広塚忠夫 

   ９、懇親会（第二食堂）準備及び購入割り当て 

（１）酒の肴準備：佐藤久恵・三浦美代子 

（２）ビール（１ケース/アサヒ）：柴田光 

（３）ビール（１ケース/キリン）：三浦博嗣 

（４）ビール（１ケース/エビス）：梶原剛二 

（５）酒２升、焼酎２升、ウーロン茶２本：阿部哲也 

その他：差し入れは大歓迎 

   １０、予算・決算について 

    （１）予算・決算の作成及び報告：広塚忠夫 

    （２）当日の会計：竹田澄子 

   １１、受付・会場案内 

    （１）国武光成・柴田光・佐藤久恵・中村照美・三浦美代子・他 
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   １２、代表者会議：１６時２０分：三浦博嗣・安部隆成 

一泊する団体の野鳥の会・新緑トレッキングと青年の家の担当と事前打ち 

合わせ、主な議題は入浴時間の調整 

 

 


